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【背景と目的】MRIの拡散強調画像の信号強度によって、乏血性肝細胞性結節の多血化を予測できるかを
レトロスペクティブに検討した。【対象および方法】乏血性肝細胞性結節で、EOB・プリモビスト造影MRI
の肝細胞相で低信号を示した 42結節（25患者）を対象とした。観察期間は 121～1073日で平均 465日で
あった。拡散強調画像は造影剤投与前に呼吸同期下で、b値 100および 800sec/mm2で撮像した。信号強度
は周囲肝実質と比較して、等ないし低信号と、高信号とに分類した。腫瘍の多血化についてはカプランマ
イヤー法にて検討し、差の検定に関してはlog-rank testを用いた。【結果】多血化までの期間は、451 ± 
279 日（平均429日）であった。拡散強調画像のb値800 sec/mm2で低信号を示した結節は6結節、等信号
を示した結節は30結節、高信号を示した結節は6結節であり、このうち、多血化した結節は、低信号のも
のは1結節（17%）、等信号のものは9結節（33%）、高信号のものは3結節（50%）で、有意差は認められ
なかった。【結論・考察】乏血性肝細胞性結節の多血化の指標として、拡散強調画像の信号強度の有用性
は確認できなかった。 
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